














































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 38 号（2015 年 11 月 30 日）
[注]
(1) 入江直子「『学校ボランティア』10年の歩み」 
『神奈川大学　心理・教育論集』第35 号
（2014年3月）に詳しい。
(2) 活動する時の筆者の身分は給与の関係もあ
り福井大学教職大学院の非常勤講師でもあ
る。年１～２回，大学院開催のラウンドテー
ブルに参加している。
(3)　筆者は松本中学校長時代(2004 ～ 2006年
度)神大との中・大連携事業を推進した。学
校ボランティア，部活指導，大学非常勤講師
への中学教員派遣，中学講演会への大学教員
講師依頼，大学祭への参加・協力，水泳部の
神大プール借用，研究大会への学生参加と運
営協力等さまざまな取組が展開できた。
　　その一つである「総合的な学習の時間」に
おけるキャンパスツアー等の取組について
は，河上婦志子・鈴木浩「『生徒の学び・学
生の学び』－中大連携の試み－」『神奈川大
学心理・教育論集』第26号(2007年3月)に
詳しい。
　　中・大連携事業の取組は2005年から「パ
イオニアスクールよこはま」（提案公募型改
革モデル校）に採用された。
